
11 一般質問

一般住宅等の除染がほぼ完了したが、公共施
設の除染状況は。また、市全体の仮置き場設
置数、仮置き場からの移送業務終了時期は。
一般住宅及び店舗、事業所等の除染を優先し
たことから公共施設の除染状況は、4月末現在
で83.4％である。仮置き場は市全体で250カ所
である。除染土壌の仮置き場からの搬出終了
見込は、一般住宅除染分は平成33年度、その
他事業所等の分は平成34年度を見込んでいる。
安達管内の特別養護老人ホーム等の施設数、

次期高齢者福祉計画・介護保険事業計画策定
の進捗状況と今後のスケジュールは。
昨年度、高齢者3,000人を対象にニーズ調査を
実施、7月から11月にかけて計画等策定委員
会及び庁内幹事会で素案をまとめ、12月の議
員協議会で説明、パブリックコメントを実施
し、広く意見を聞き、来年3月定例会に関係
条例改正、保険料を含む関係予算を提案する。
来年度の見直しにより、介護サービス利用者
で現在の2割から3割負担になる方の人数は。

農業者への支援拡充と農産物ブランド化は。
地域農業の担い手である認定農業者とJAと連
携して６次産業化、ブランド化を進め、国・県・
市の補助メニューを組み合わせて支援を図る。
農家民泊と温泉観光地との連携は。
本市では、東和地域において現在22戸の農家が
農家民泊として登録されている。グリーンツー
リズムを念頭におきながら、市内の温泉地域と
農家民泊等の連携を推進し、観光交流人口の拡
大を推進していきたいと考えている。

収容人数、入居待機者数は。また、待機者０
のための対策について伺う。
特別養護老人ホームは8施設で635人、待機者
は806人。介護老人保健施設5施設、465人で待
機者191人。認知症高齢者グループホームは12
施設、180人、待機者142人。待機者解消のため、
市高齢者福祉計画・介護保険事業計画で特老1、
グループホーム2施設を位置づけし、うちグル
ープホーム1施設は4月に開所し、他施設は現
在整備中である。

直近の利用者実績で32人が該当する。
平成29年度に入り保育所入所の待機児童数は。
申請ベースで96人となっている。
市の子育て支援の中心を担う二本松地域子育
て支援センター費の増額はできないか。
今後とも子育て支援のため、良質なサービス
が提供できるよう十分検討していく。
子育てハンドブックの活用は。
毎年1,600部を作成し、市の窓口等で配布し、
情報が必要な方々に届くよう努めている。

観光都市「菊のまち二本松」復活の方策は。
地方創生交付金を活用した事業として、菊人形
を軸に、プロモーション戦略を構築しPRを行
っていく。その１つとして市内の小中学校にプ
ランター菊栽培の協力を依頼し、児童・生徒の
皆さんに菊を身近に感じてもらい、更には菊人
形会場等、市内に飾ることで菊のまち推進の一
翼を担ってもらいたいと考えている。このよう
な事業を継続していくことで、市民参加による
「菊のまち二本松」を推進していきたい。
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公共施設の除染状況、除染土壌の移送完了時期は
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地域活性化のための農業振興策と観光連携は

観光都市「菊のまち二本松」復活への方策は
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県の国保運営方針と今後のスケジュールは。
県から近く素案が示される。10月頃より県へ
の納付金推計が行われ、来年１月に市町村へ
の納付金、標準保険料が示される予定である。
国は、子どもの医療費窓口無料化にペナルテ
ィをかけているが、解消すべきではないか。
０歳から高校３年生までの無料化による減額
調整額は平成28年度決算見込額で790万円。来
年度、未就学児分308万円が解消される見込み。
ペナルティ分の一般会計から国保会計への繰

本宮市は全ての農道除染を行っているが、二
本松市は1.5kmしか行わず、それ以外の農道
除染は行わないのか。
農林課で行った環境放射能簡易測定結果を基
に現地調査を行い、比較的線量が高い農道を
選定し結果として1.5kmを実施している。
農道除染については、平成27年３月議会から
５回一般質問を行い早急に対策を行うよう提
言してきたが、再度検討していただきたい。
関係各課で連携しながらどのような形で実施

今年度スタートした二本松市鳥獣被害防止計
画のこれまでの計画との違いは。
過去３年間の被害状況や従来の対策を分析し
て見直したものであり、侵入防止柵（電気柵）
の整備拡充を図っていく計画となっている。
イノシシ捕獲後の処理方法の議論はどこまで
進んだか。
焼却施設の検討に加え、微生物の働きによる
分解処理装置の情報収集を進めている。従来
の埋設処理や耕作放棄地等を活用した処理方

り入れは、制度が確定してから検討したい。
市営住宅入居に際して2人の保証人が必要とな
っているが、国の通達では、市長が「特別な
事情がある」と認めた場合、保証人を必要と
しないことができるとされ、生活保護世帯も
これにあたると考えられるがどうか。
「特別な事情があると認める」場合とは大災害
や配偶者からの暴力被害者などであると考え
ている。制度上の問題や住宅管理上の課題等
がないかを考慮して検討していきたい。

できるか検討していきたいと考えている。
長命工業団地は前市長の時に計画を立てて地
元説明会を行った。市長就任４年目になるが
農振除外も終わらず遅れているのはなぜか。
農振除外については、第１種農地のため工業
団地開発のための転用は認められないことと
されていたが、特例の支援措置により可能と
なる旨、県の見解があった。実施計画を来年
３月までには策定し、県の同意を得て農振除
外の本協議に入れるよう事務を進めている。

法の検討も含め、当市に合った最も効果的な
処理方法について、協議を進めていく。
デマンドタクシーの運行は旧町毎に１つの運
行エリアに改め、市民生活の利便性向上を図
るべきではないか。
岩代地域と東和地域のそれぞれ２コースの一
本化については、利用状況や市民の意見等を
ふまえ、運行経費や時間設定、台数等を勘案
し、利用しやすくなるよう、引き続き市地域
公共交通活性化協議会で検討していく。
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